
金
揮
官
践
志
巻
九

h
.
松
窓
公
夜
話
鍬
温
加
に
、
穏
衆
度
々
営
闘
へ
越
市
り
、
毎
日
御
伽

に
出
で
た
る
よ
し
記
蛾
す
。
那
谷
寺
縁
起
に
‘
寛
永
十
七
年
利
常

卿
那
谷
観
音
堂
等
再
興
e

命
晶
子
後
藤
縫
衆
吋
令
T

以
a
黄
金
-
葺
-a
蓮
華
↓

以
a
印
子
-
鏡
司
直
座
↓
以
=
白
銀
-
作
剛
宮
殿
A

云
々
0

・
註
に
云
ふ
o
程
衆
第
九

代
理
兵
衛
事
。
名
乗
云
昌
程
一
束
-
也
e

金
調
伸
御
城
内
有
=
程
一
衆
借
長
屋
-
一
式
。

と
あ
り
。
右
借
長
屋
は
卸
ち
蓮
池
内
の
程
乗
屋
敷
な
れ
ば
‘
城
内
と

載
せ
た
る
は
非
た
り
。
改
作
所
奮
記
に
、
寛
文
十
二
年
七
月
、
後
藤

程
乗
御
貸
屋
の
露
地
抄
恩
の
ほ
え
御
用
之
皆
、
曾
所
よ
り
申
来
。
と

い
ふ
事
左
ど
見
h
た
り
。
叉
同
記
元
総
九
年
の
僚
に
、
宰
相
公
八
月

十
一
日
御
蹄
圏
、
直
に
蓮
池
御
屋
敷
へ
被
v
骨
伊
入
と
あ
り
て
、
翌
十

二
日
の
建
普
に
‘
程
梁
屋
敷
へ
度
々
被
'
需
v
遊
a

御
出
-
之
問
、
在
々
百

姓
・
頭
振
男
女
共
後
遭
遇
り
可
a
通
行
-
智
被
品
仰
渡
↓
と
あ
り
。
さ
れ
ば

此
の
頃
蓮
池
事
を
ば
程
衆
屋
敷
と
も
呼
び
た
る
と
と
知
る
べ
し
。
故

陀
一
嬰
異
記
に
も
、
元
総
三
年
三
月
十
七
日
.
新
竪
町
よ
り
出
火
の
時
.

安
易
守
西
横
山
和
作
事
坂
へ
焼
向
。
此
採
の
脇
に
、
程
粟
屋
敷
と
云
て

-
亭
あ
り
。
此
所
へ
は
火
不
v
移
a

と
あ
り
o

右
本
作
事
坂
と
い
へ
・
る

は
.
今
云
ふ
庚
坂
の
事
訟
り
。
此
の
記
に
披
っ
て
考
ふ
る
に
.
程
乗

屋
敷
と
呼
べ
る
亭
は
、
慣
坂
の
方
に
て
今
公
闘
の
登
り
口
た
る
・
地
た

村
あ
り
。
金
披
と
成
つ
て
は
、
横
山
々
一
城
・
横
山
右
・
活
・
奥
村
河
内
の

第
に
賜
は
る
。
是
元
和
六
年
た
る
か
。
此
の
地
を
退
去
す
る
は
.
一
万

株
九
年
た
り
。
共
の
後
数
十
年
閑
地
た
る
底
、
寛
政
三
年
此
の
地
に

皐
校
を
興
治
あ
り
。
と
い
へ
り
。
平
次
按
宇
る
に
、
元
秘
九
年
九
月

廿
五
日
奥
村
伊
強
・
横
山
山
城
等
の
居
第
鱒
地
を
命
ぜ
ら
れ
.
翌
十

年
十
一
月
各
地
所
指
上
替
地
へ
退
去
せ
し
よ
り
、
丸
十
六
年
藩
の
所

有
地
と
成
り
居
た
る
を
、
寛
政
三
年
に
初
め
て
文
武
雨
簡
単
校
を
此
の

地
に
興
治
せ
ら
れ
し
か
芝
、
そ
の
か
み
蓮
池
亭
の
地
と
皐
校
の
地
と

の
聞
に
、
庚
板
よ
り
尻
谷
坂
へ
の
往
来
遊
あ
り
て
、
雨
地
各
e
別
地
な

り
し
を
.
文
政
五
年
竹
海
殿
治
替
の
事
に
付
き
、
畢
校
を
ぽ
堂
形
前
‘

今
一
宮
ふ
庚
坂
通
へ
移
さ
れ
、
備
地
織
怠
る
前
回
三
内
・
野
村
七
兵
衛
・

不
破
勘
太
夫
等
三
名
の
第
地
は
、
尻
谷
坂
の
方
に
あ
り
し
を
も
移

蹄
を
命
ぜ
ら
れ
、
且
蓮
池
亭
と
の
境
怠
る
往
来
遣
を
厳
し
‘
一
闘
の

地
所
と
た
し
、
柴
蝶
山
・
な
ど
の
築
山
を
築
き
.
或
は
墜
を
掘
っ
て
辰

巳
の
用
水
を
塞
き
入
れ
、
奇
石
怪
巌
共
を
ぽ
多
く
挽
き
寄
せ
ら
れ
、

珍
木
花
樹
を
槌
ゑ
し
め
、
茶
室
治
替
を
命
ぜ
ら
れ
‘
国
統
を
臭
州
白

河
侯
松
平
楽
翁
君
に
乞
ひ
給
ふ
に
、
境
内
の
勝
景
六
つ
を
乗
ね
た
る

よ
し
を
以
て
、
乗
六
聞
と
名
付
け
ら
れ
‘
卸
一
ち
粂
六
闘
の
三
字
を
ば

金
滞
古
蹟
志
巻
丸

一
大

ら
ん
か
。
元
総
頃
の
程
衆
屋
敷
は
.
所
繭
蓮
池
帯
広
て
、
蓮
池
御
屋

敷
と
も
蓮
池
御
殿
と
も
呼
ぺ
り
・
。
発
そ
の
か
み
穆
飛
が
居
た
る
貸
長

屋
の
沓
地
へ
、
延
貧
困
年
に
座
敷
遊
戯
曲
を
命
ぜ
ら
れ
・
そ
の
頃
奮
名

に
依
っ
て
、
程
粟
屋
敷
と
も
精
し
来
れ
る
も
の
た
る
べ
し
。
此
の
屋

敷
を
ぽ
、
そ
の
か
み
後
藤
程
乗
の
居
た
り
し
貸
屋
の
如
〈
訟
も
ふ
は

非
た
り
。
程
乗
貸
屋
の
遺
蹟
と
い
ふ
ぺ
し
。

。

金

六

園

此
の
地
は
、
蓮
池
の
後
ロ
地
に
て
、
蓮
池
大
灘
の
綬
き
怠
る
松
林
を
地

境
と
し
‘
粂
六
闘
の
地
は
、
い
に
し
へ
小
立
野
の
地
形
の
ま
L
た
り

し
故
民
、
共
の
地
蓮
池
よ
り
梢
z
高
し
。
抑
e
此
の
園
地
は
、
往
古
石

川
郡
石
浦
郷
内
山
崎
村
の
村
裕
あ
り
し
奮
地
た
り
と
い
へ
り
。
金
部

事
蹟
必
鍬
に
、
今
の
蓮
池
上
の
屋
敷
・
感
校
の
屋
敷
な
ど
は
‘
古
山
崎

村
の
人
家
あ
り
し
が
‘
共
の
後
横
山
山
城
・
奥
村
河
内
の
屋
敷
と
成

る
。
と
見
b
.
延
貨
の
金
滞
聞
に
、
蓮
池
の
地
を
御
作
事
所
と
紀
し
.

共
の
高
た
る
今
殺
六
闘
の
地
は
緒
士
の
第
地
に

τ.
奥
村
伊
穂
・
横

山
左
衛
門
・
同
右
越
・
同
隼
人
・
奥
村
中
務
・
後
藤
弐
郎
兵
衛
等
六
名
の

第
地
た
る
よ
し
記
蹴
す
。
共
の
園
既
に
上
文
に
載
せ
た
り
。
三
州
志

来
因
概
究
附
録
に
も
‘
一
官
自
然
見
聞
集
を
按
宇
る
に
、
此
の
地
古
山
崎

自
筆
に
脅
し
て
、
落
款
に
文
政
壬
午
拳
秋
柴
翁
書
と
蹴
せ
ら
れ
、
朱

印
を
捺
さ
れ
た
り
。
是
を
扇
額
と
注
し
掛
け
給
う
て
‘
是
よ
り
裁
六
園

内
悶
幽
一
-

と
稽
す
る
事
と
成
り
た
り
。
金
六
の
出
磁
は
、
名
聞
記
に
、
困
問
之

勝
不
v
能
ν
殺
者
六
.
務
a
a
A
大
-
者
少
昌
幽
遼
吋
入
力
勝
者
少
=
蒼
古
↓
多
=
水

泉
-
者
難
=
眺
帥
思
プ
無
=
此
六
-
者
d

惟
澗
園
而
己
云
ぺ
と
あ
り
。
此
な
る

園
地
も
、
水
泉
山
海
の
勝
景
六
つ
を
粂
ね
た
り
と
の
意
に
て
、
築
翁

君
の
披
せ
ら
れ
た
る
・
な
り
と
ぞ
。
品
ん
も
奮
藩
中
は
‘
藩
公
の
遊
観
所

に
て
、
庶
人
は
勿
論
、
諸
士
と
い
へ
と
も
狼
り
に
入
る
事
を
許
さ
れ

歩
。
故
に
此
の
地
の
佳
境
勝
景
を
知
る
も
の
稀
な
り
。
然
る
に
慶
務

置
膝
の
際
、
明
治
五
年
三
月
三
日
よ
り
凶
月
十
五
日
ま
で
、
初
め
て

庶
人
来
遊
す
る
事
を
許
さ
れ
、
連
日
市
中
は
勿
論
‘
郡
地
の
邑
人
に

至
る
ま
で
、
圏
内
を
一
覧
せ
ん
と

τ群
を
た
し
た
り
。
然
る
慮
、
翌

六
年
一
月
十
五
日
の
御
布
緯
に
、
三
府
鰭
勝
共
人
民
縞
脱
税
の
地
に
し

て
、
古
来
の
勝
直
名
人
の
宮
崎
等
、

A
A
迄
群
集
遊
観
の
場
所
、
従
前

高
外
除
地
に
嵐
せ
る
分
は
‘
永
く
高
人
借
柴
の
地
と
し
、
公
園
と
可
v

被
a
粗一定
-
K
付
、
府
勝
に
於
て
右
地
所
を
捧
ぴ
、
共
の
景
況
E
細
取
調

ぺ
園
面
相
添
へ
、
大
磁
省
へ
可
a
伺
出
豆
、
太
政
官
よ
り
緒
府
鯨
へ
建

せ
ら
れ
た
り
。
依
っ

τ本
臓
に

τは
、
粂
六
聞
に
限
る
と
の
螺
議
に

七




